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緩和ケア病棟Ｑ&A 

令和 5年 2月２５日 緩和ケア病棟 

 

2/3は節分でした。皆様は豆まきされましたか？ 

緩和ケア病棟でも節分行事を行いました。 

緩和ケア病棟では、毎月第 1・３金曜日にお茶会を実施していま

す。今回のお茶請けは、節分に因んで、豆の代わりに卵ボーロ、恵

方巻風に飾りつけしたロールケーキです。 

突然現れた鬼（主治医の高木医師、薬剤師）に 

患者様もびっくり！＆とびっきりの笑顔を見せてくださいました。 

もちろん豆を投げて鬼退治です。素敵な時間を過ごしました。 

 
 

 

Q.本人・家族共に在宅を希望していますが、安心して

帰るためにどのようなサポートが受けられますか？ 

A．緩和ケア病棟では、これから起こりうる症状や経

過を予測してお伝えし、それらの対処方法を準備して

いきます。 

★患者さんに身体的援助が必要になった時の清拭・更

衣の方法や、栄養補給としての点滴、呼吸困難に

対する酸素投与、内服薬の管理などについて薬剤

師と看護師からの説明と、実際に一緒に繰り返し

練習を行い、自宅でも継続した医療・ケアが提供で

きるようにサポートしていきます。 

★退院後の生活が安心して頂けるように、退院前に

往診医・訪問看護・ケアマネージャー・介護職・調剤

薬局など多職種と本人・ご家族間で話し合いを行

い、情報を共有していきます。 


